
「
久
保
田
君
、
こ
れ
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
だ
よ
」
と

言
っ
て
、
企
業
経
営
に
と
り
、
い
か
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
重
要
か
日
立
の
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
く
れ
た

の
が
、
２
０
１
７
年
４
月
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
た
Ｂ
７
サ
ミ
ッ
ト
後
の
夕
食
会
の
席
で
あ
っ
た
。

当
時
は
ま
だ
副
会
長
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
経

団
連
会
長
に
就
任
し
、
中
西
経
団
連
の
一
貫
し
た

理
念
が
「Society 5.0 for SD

Gs

」
と
な
っ
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
と
グ
リ
ー
ン
と
い
う
時
代
が
直
面
す

る
課
題
に
つ
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
造
詣
が

深
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
大
い

に
活
躍
さ
れ
た
中
西
宏
明
会
長
が
、
志
半
ば
に
し

て
退
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
誠
に
残
念

な
こ
と
で
あ
る
。

　

経
団
連
の
存
在
感
を
、
持
ち
前
の
発
信
力
で
高

め
た
中
西
前
会
長（
以
下
、
会
長
）の
３
年
間
の
軌

跡
を
た
ど
っ
て
み
た
。

中
西
経
団
連
を
振
り
返
っ
て

副
会
長
・
事
務
総
長
　
久くぼた
保
田
政まさか

ず一

S
ociety 5

.0
 for S

D
G

s

の 

提
唱
と
推
進

　

Society 5.0

の
実
現
に
対
す
る
情
熱
も
、
副
会

長
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
２
０
１
６
年
１
月
に
第

５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
が
、

会
長
は
、
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会

議
の
議
員
と
し
て
同
計
画
の
策
定
に
携
わ
っ
た
。

２
０
１
８
年
６
月
に
経
団
連
会
長
に
就
任
し
て
真

っ
先
に
手
を
付
け
た
の
が
、
同
計
画
が
打
ち
出
し

たSociety 5.0

の
実
現
を
経
団
連
活
動
の
最
重
要

課
題
と
し
て
位
置
付
け
た
こ
と
で
あ
る
。

　

Society 5.0

の
一
層
の
普
及
と
社
会
実
装
を
自

ら
の
使
命
と
し
、
同
年
７
月
に
未
来
社
会
協
創
会

議
を
設
置
し
、
そ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
会
合
に
参

加
し
て
、
進
む
べ
き
方
向
性
を
定
め
た
。「
悲
観
論

で
人
は
動
か
な
い
。
日
本
発
の
明
る
い
未
来
社
会

像
を
世
界
に
向
け
て
示
す
」
と
い
う
強
い
思
い
を

伝
え
、
11
月
に
提
言
「Society 5.0

─
と
も
に
創

造
す
る
未
来
」
と
し
て
結
実
す
る
。

　
同
提
言
で
は
、Society 5.0

に
つ
い
て「
デ
ジ
タ

ル
革
新（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
。

以
下
、
Ｄ
Ｘ
）と
多
様
な
人
々
の
想
像
力
に
、
そ
れ

を
実
現
す
る
創
造
力
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
社
会
の
課
題
を
解
決
し
、
価
値
を
創
造
す
る

社
会
」
と
定
義
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
企
業
活
動
だ
け
で
な

く
、求
め
ら
れ
る
人
材
、行
政
制
度
や
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
あ
り
方
な
ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お

い
て
変
革
を
実
現
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
２
０
１
５
年
９
月
、
国
連
は
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）を
採
択
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

は
、
社
会
課
題
の
解
決
と
自
然
と
の
共
生
を
掲
げ
て

お
り
、Society 5.0

が
目
指
す
改
革
の
方
向
性
と
も
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定時総会

軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
経
団
連
で
は
２
０
１

７
年
11
月
に
企
業
行
動
憲
章
を
７
年
ぶ
り
に
改
定
し
、

Society 5.0

の
実
現
を
通
じ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
を

会
員
に
促
し
た
。

Society 5.0 for SD
Gs

と
い
う
理
念
は
、
会

員
の
間
で
も
広
く
浸
透
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

Ｄ
Ｘ
を
通
じ
た
多
様
な
視
点
か
ら
の
課
題
解
決
を

実
践
し
、
社
会
に
新
た
な
価
値
を
提
供
す
る
と
い

う
哲
学
で
あ
る
。
会
長
が
議
長
を
務
め
た
２
０
１

９
年
３
月
の
Ｂ
20
東
京
サ
ミ
ッ
ト
で
も
メ
イ
ン
テ

ー
マ
と
し
て
位
置
付
け
、
国
際
社
会
の
中
で
も
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

提
言
「Society 5.0

」
で
世
界
に
打
ち
出
す
コ

ン
セ
プ
ト
を
固
め
る
と
、
次
は
そ
の
実
現
に
軸
足

を
移
し
た
。
２
０
１
９
年
11
月
に
は
、
委
員
会
横

断
的
に
議
論
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
会
議（
Ｄ
Ｘ
会
議
）を
新
た
に
始

動
し
た
。
同
会
議
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
縦
割
り

の
製
品
・
業
種
別
の
産
業
構
造
か
ら
横
割
り
の
生

活
者
価
値
別
の
産
業
構
造
へ
の
転
換
こ
そ
が
日
本

発
の
Ｄ
Ｘ
の
姿
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
こ
れ
は
、

会
長
自
身
の
企
業
経
営
者
と
し
て
の
経
験
か
ら
提

唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

折
し
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

Society 5.0は「課題解決」と「未来創造」の視点を兼ね備えた新たな成長モデル
さらには、国連で掲げられたSDGsの達成にも大いに貢献するもの

水質、森林、土地劣化、生物多様性など
のモニタリングおよびマネジメントに、
リモートセンシング・データや、海洋観リモートセンシング・データや、海洋観
測データを活用

IoT、ＡI、ビッグデータを活用したIoT、ＡI、ビッグデータを活用したスマースマー
ト農業により食糧生産を増大
最先端のバイオテクノロジーを用い生産
されたスマートフードにより栄養状態を
改善改善

スマートグリッドシステムの構築スマートグリッドシステム
による持続可能な電力需給の管理

スーパーコンピュータースーパーコンピューター
を用いて、気象観測デー気象観測デー
タの解析に基づくシ
ミュレーションにより、
気候変動問題を解決気候変動問題を解決

利便性、安全性、経済性
を両立させたスマート
な都市を創出な都市

多種多様なモニタリング
データを組み合わせ、感染
症予防のための早期警戒早期警戒
システムを開発

インターネットを通じた
教育や情報へのアクセス
により女性の地位を向上
ICTを活用して女性に起
業の機会を提供

最先端の技術を活用し最先端の技術を活用し
たｅラーニングシステ
ムを用いることで、地球
上の誰もが高品質の教
育を手頃な価格で享受
可能に可能に

産業界、学術界、その他のステー産業界、学術界、その他のステー
クホルダーを結び付けることで、
グローバルなイノベーションエ
コシステムコシステムを構築

i-Constructionを活用し、レジリ
エントなインフラの構築と持続可
能な産業化を促進
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MediaTechMediaTechMediaTech

EntertainmentEntertainmentEntertainment
Tech

JobTechJobTechJobTech

LegalTechLegalTechLegalTechLegalTech

FrontierFrontierFrontierFrontierFrontier
TechTechTech

BioTechBioTechBioTechBioTechBioTech

EnviTechEnviTechEnviTechEnviTechEnviTechEnviTech

AgriTechAgriTechAgriTechAgriTechAgriTechAgriTech

HealthTech

CareTechCareTechCareTechCareTechCareTech

FoodTechFoodTechFoodTechFoodTechFoodTechFoodTech

InsurTechInsurTechInsurTech
InsTechInsTechInsTechInsTech

EneTechEneTechEneTechEneTechEneTechEneTechEneTechEneTechEneTechEneTechEneTechEneTechEneTech
FashionFashionFashion
Tech

InsurTech
InsTech
InsurTechInsurTechInsurTech
InsTechInsTechInsTechInsTech RETechRETechRETech

HomeTech

SportsTech

TourTechTourTechTourTech

AutoTechAutoTechAutoTech

DPTechDPTechDPTechDPTechDPTechDPTech

UrbanTechUrbanTechUrbanTechUrbanTechUrbanTechUrbanTechUrbanTechUrbanTech

InfraTechInfraTechInfraTechInfraTechInfraTechInfraTechInfraTech

EdTechEdTechEdTech

ConTechConTechConTechConTechConTech

TransTechTransTechTransTechTransTechTransTechTransTechTransTechLarge
enterpriseenterprise
Large
enterprise
Large

Medical
institution

Academic
institution

Educational
institution

Government

Community SME

Startup

Organization

Investor

Sharing

MR

AR

VR

OnDemand

Mobile

Edge

5G

Cloud

IoT

AI

Robot

Drone

PKI

Blockchain

3DPrint

Sensor

Society 5.0
for

Society 5.0 for SDGs

33 2021・7

p32-38_月刊経団連7月号_中西経団連を振り返って.indd   33 2021/06/23   16:51



大
す
る
に
つ
れ
、
我
が
国
経
済
社
会
の
Ｄ
Ｘ
の
遅

れ
が
露
呈
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
Ｄ
Ｘ
の
加
速

が
急
務
と
な
り
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
緊
張
感
が

高
ま
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
Ｄ
Ｘ
会
議
を
重

ね
、
２
０
２
０
年
５
月
に
提
言
「D

igital T
rans-

form
ation

（
Ｄ
Ｘ
）」
を
取
り
ま
と
め
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
多
様
な
主
体
に
よ
り
、

生
活
者
価
値
の
協
創
を
目
指
し
、
企
業
に
対
し
て
、

経
営
、
人
材
、
組
織
、
技
術
の
各
分
野
に
お
け
る

変
革
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
同
提
言
の
ビ
ジ
ョ
ン

普
及
に
向
け
て
開
催
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
に
は
５
０

０
名
以
上
が
参
加
す
る
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
へ
の
関
心
は

顕
著
な
高
ま
り
を
見
せ
た
。
同
時
に
、
Ｄ
Ｘ
の
社

会
実
装
に
向
け
た
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
も
打
ち
出
し
て
お
り
、
２
０
２
１
年
５
月
ま
で

に
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
て
い
る
。

　
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
行
政
の
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、

情
報
通
信
・
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
等
の
関
連
政

策
を
一
元
的
に
所
管
す
る
組
織
の
創
設（
２
０
２
１

年
９
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
と
し
て
発
足
予
定
）を
い
ち

早
く
提
言
し
た
ほ
か
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
や
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
Ｄ

Ｘ
の
加
速
、
デ
ー
タ
活
用
ル
ー
ル
の
形
成
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
な
ど
に
も
精
力
的
に

取
り
組
ん
だ
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
振
興

　

大
企
業
を
中
心
と
す
る
経
団
連
の
会
員
構
成
に

新
風
を
吹
き
込
ん
だ
こ
と
も
、
大
き
な
実
績
の
一

つ
で
あ
る
。
我
が
国
の
産
業
構
造
が
変
化
す
る
中

で
、
大
手
企
業
だ
け
で
は
経
済
界
を
代
表
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
繋
が

っ
て
い
る
中
堅
・
中
小
企
業
や
、
勢
い
を
増
す
新

興
企
業（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
）の
参
加
を
得
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
積
極
的

に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
入
会
を
促
し
た
。

２
０
１
８
年
11
月
に
開
催
し
たJ-Startup
企
業

と
の
懇
談
会
で
は
、
若
手
起
業
家
と
の
対
話
に
会

長
自
ら
気
さ
く
に
応
じ
、
若
手
起
業
家
か
ら
は

日本発DX

•既存の部門や業種の垣根をなくし、生活者価値を共有する
同業種・異業種、スタートアップ、アカデミア、政府・自治
体など様々な主体が有機的かつ自律的に協創を進めるモ
デル

•従来の企業連携・業務提携にとどまるものではなく、生活
者価値の実現を目的とした、より抜本的で有機的な連携を
推進

•生活者の意思に基づき、多様な主体間での信頼あるデータ
連携を進める

アカデミア

異業種

自治体

多様な主体の

協創

同業種

国

スタート
アップ

生活者価値（CX/UX）
価値協創型＝多様な主体の協創による生活者の価値の実現

価値協創型DX

第３回ＤＸ会議にオンラインで参加する中西会長
（2020年₄月1６日）
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定時総会

「
裸
の
付
き
合
い
が
し
た
い
」
と
の
率
直
な
発
言
ま

で
飛
び
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
経
団
連
の
入

会
基
準
を
純
資
産
額
10
億
円
か
ら
１
億
円
に
大
幅

に
引
き
下
げ
た
結
果
、
２
０
２
１
年
５
月
ま
で
に

27
社
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
会
員
と
し
て
迎
え
て

い
る
。
ち
な
み
に
、
目
標
は
２
０
０
社
と
言
わ
れ

て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
裾
野
を
広
げ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
に
連
動
し
て
、
２
０
１
９
年
５
月
に
は
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
み
で
構
成
さ
れ
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

を
設
置
し
、
東
京
証
券
取
引
所
の
上
場
基
準
や
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
連
税
制
な
ど
に
つ
い
て
、
矢
継

ぎ
早
に
提
言
を
取
り
ま
と
め
た
。
２
０
２
０
年
５

月
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
策
を
政
府
に
働
き
掛
け
た
結
果
、
第
２
次
補
正

予
算
に
反
映
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー 

キ
ン
グ
の
場
と
し
て
、
２
０
１
９
年
10
月
か
ら

K
eidanren Innovation Crossing

（
Ｋ
Ｉ
Ｘ
）

を
毎
月
開
催
し
て
い
る
。
大
手
企
業
の
役
員
と
直

接
対
話
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
参
加
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
お
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
以
降
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
を
継
続
し
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
成
長
の
実
現

　
地
球
環
境
問
題
に
対
す
る
強
い
危
機
感
の
も
と
、

会
長
は
、
経
済
界
自
ら
が
こ
れ
ま
で
の
行
動
を
変

革
し
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
行
す
べ
き
だ

と
強
調
し
て
き
た
。
特
に
グ
リ
ー
ン
成
長
に
つ
い

て
は
、
確
固
た
る
姿
勢
で
経
済
界
の
主
体
的
な
取

り
組
み
を
牽
引
す
る
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
議
論
を
リ
ー
ド
し
た
。

　

そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
９
年
４
月

に
公
表
し
た
提
言
「
日
本
を
支
え
る
電
力
シ
ス
テ
ム

を
再
構
築
す
る
」
で
あ
る
。
同
提
言
は
、
広
く
耳

目
を
集
め
、
国
民
的
な
議
論
に
一
石
を
投
じ
た
の

は
も
ち
ろ
ん
、
電
力
投
資
環
境
の
整
備
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
、
原
子
力
の
継
続

的
活
用
、
送
配
電
網
の
次
世
代
化
な
ど
、
そ
の
後

の
電
力
政
策
を
方
向
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
提

言
内
容
の
多
く
は
、
２
０
２
０
年
６
月
に
成
立
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靭
化
法
と
し
て
結
実
す
る
。

　
こ
う
し
た
会
長
の
力
強
い
働
き
掛
け
も
あ
っ
て
、

日
本
企
業
の
間
に
は
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
は
重

要
な
経
営
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
が
急
速
に
根
付

い
た
。
低
炭
素
社
会
実
行
計
画
の
も
と
で
毎
年
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
着
実
な
成
果
を
上
げ
る
と
と
も

に
、
同
年
６
月
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ゼ
ロ
」
を
開

J-Startup企業との懇談会に参加する中西会長
（2018年11月27日）

「チャレンジ・ゼロ」の開始を発表する中西会長
（2020年６月8日）
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始
し
た
。
こ
れ
は
、
企
業
に
お
け
る
脱
炭
素
化
に

向
け
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
し
よ
う
と
す
る

取
り
組
み
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府
の
施
策
に
関
し

て
も
、
成
長
戦
略
の
柱
と
し
て
「
経
済
と
環
境
の

好
循
環
」
が
位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
グ
リ

ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
の
造
成
な
ど
の
環
境

整
備
も
進
ん
だ
。

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
に
対
し
て
も
、
国
際

的
な
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
業
種
別
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
関
連
目
標
を
新
た
に
掲
げ
た
。
企
業
・

団
体
等
に
よ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
の
取
り

組
み
事
例
を
Ｂ
20
、
Ｇ
20
の
関
連
会
合
等
に
お
い

て
積
極
的
に
発
信
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
国
連
生
物
多
様
性
の
10
年
日
本
委
員

会（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｂ

－

Ｊ
）」
の
委
員
長
と
し
て
、
生
物

多
様
性
の
主
流
化
に
も
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
２

０
２
０
年
６
月
に
「
生
物
多
様
性
宣
言
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
」
を
取
り
ま
と
め
、
先
進
的
な
取
り
組
み
事

例
等
を
内
外
に
発
信
し
、
我
が
国
経
済
界
の
国
際

的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
図
っ
た
。

採
用
ル
ー
ル
の
見
直
し
と

働
き
方
改
革

　

い
わ
ゆ
る
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
人
材

育
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
企
業

の
行
動
や
慣
例
を
改
め
て
問
い
直
し
、
新
た
な
道

筋
を
示
し
た
。

　
採
用
ル
ー
ル
を
巡
っ
て
は
、「
経
団
連
が
﹃
採
用

選
考
に
関
す
る
指
針
﹄
を
策
定
す
る
こ
と
は
、
多

様
化
す
る
採
用
活
動
の
実
態
に
合
わ
な
く
な
っ
て

い
る
」
と
し
て
、
２
０
１
８
年
10
月
に
廃
止
を
表

明
し
た（
突
然
の
記
者
会
見
で
の
発
表
に
驚
き
、

「
会
長
、
こ
れ
は
ま
だ
機
関
決
定
し
て
い
ま
せ
ん

よ
」
と
い
う
メ
モ
を
差
し
出
し
た
の
も
、
今
で
は

懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
）。
そ
の
結
果
、
政
府
主

導
に
よ
り
、
大
学
や
経
済
界
の
意
見
を
聞
い
た
う

え
で
、
就
職
・
採
用
活
動
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
関
係
者
に
幅
広
く
要
請
す
る
方

式
へ
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
１
月
に
は
、
会
長
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
経
団
連
と
国
公
私
立
大
学

の
ト
ッ
プ
か
ら
成
る
、
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来

に
関
す
る
産
学
協
議
会
を
設
置
し
た
。
同
協
議
会

は
、Society 5.0
を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成
に
資

す
る
大
学
教
育
の
姿
や
、
企
業
に
お
け
る
採
用
と

処
遇
の
あ
り
方
を
巡
り
、
産
学
の
間
で
率
直
に
話

し
合
う
貴
重
な
場
と
な
っ
た
。
同
協
議
会
で
の
検

討
の
成
果
は
、
新
た
な
大
学
教
育
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の

展
開
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
働
き
方
改
革
を
先
導
し
、
働
き
手
が

組
織
目
標
と
自
ら
の
成
長
の
方
向
性
を
一
致
さ
せ

飛
躍
的
な
労
働
生
産
性
の
向
上

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
社
会
課
題
の
解
決

労働生産性　＝ Society 5.0
for SDGs

働き方改革フェーズⅠ

インプット効率化インプット
（労働投入）

働き方改革フェーズⅡ

エンゲージメント向上

アウトプット最大化
（質の向上・多様化）

アウトプット
（付加価値）

働き方改革フェーズⅡへの深化
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定時総会

な
が
ら
、
働
き
が
い
と
働
き
や
す
さ
を
感
じ
る
職

場
環
境
の
中
で
、
企
業
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。
そ
の

う
え
で
、
労
働
時
間
の
削
減
や
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
促
進
等
を
中
心
と
し
た
働
き
方
改
革
「
フ
ェ

ー
ズ
Ⅰ
」
を
継
続
し
つ
つ
、
働
き
手
一
人
ひ
と
り

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
を
通
じ
て
、
労
働

生
産
性
を
飛
躍
的
に
高
め
る
「
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
へ

と
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
、
強

力
に
推
し
進
め
て
い
る
。

民
間
外
交
の
推
進

　

国
際
関
係
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
ア
ジ
ア
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
、
日
中
韓
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
、

日
中
Ｃ
Ｅ
Ｏ
等
サ
ミ
ッ
ト
、
日
印
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ

ー
ダ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
各
国

経
済
界
と
の
関
係
強
化
に
努
め
て
き
た
。

　

な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
２
０
１
９
年
３
月

の
Ｂ
20
東
京
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
で
あ
る
。
Ｇ
20
各

国
の
経
済
界
ト
ッ
プ
が
経
団
連
会
館
で
一
堂
に
会

し
、
貿
易
投
資
の
推
進
、
デ
ジ
タ
ル
革
新
、
質
の

高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
関
す
る
共
同
提
言
を
取

り
ま
と
め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
も
あ
っ
て
、
国
際
社
会
で
保
護
主
義
的
な
動
き

が
散
見
さ
れ
る
中
、
同
提
言
は
、
自
由
で
開
か
れ

た
国
際
経
済
秩
序
構
築
の
実
現
を
目
指
す
１
つ
の

契
機
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

貿
易
投
資
、
デ
ジ
タ
ル
革
新
に
関
し
て
も
、
大

き
な
進
展
が
あ
っ
た
。
そ
の
１
つ
が
、
２
０
２
０

年
11
月
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
中
国
、
韓
国
、

豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
地
域
的
な
包
括

的
経
済
連
携（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）協
定
交
渉
の
妥
結
で
あ

る
。
我
が
国
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
中
国
を

含
む
経
済
連
携
協
定
は
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
。

２
０
２
１
年
１
月
の
日
英
経
済
連
携
協
定
の
発
効

も
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
後
の
英
国
と
切
れ
目
の
な
い
自
由

な
貿
易
投
資
を
継
続
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
由
な
越
境
デ
ー
タ
流

通
等
に
関
す
る
２
０
２
０
年
１
月
の
日
米
デ
ジ
タ

ル
貿
易
協
定
発
効
に
も
尽
力
し
た
。

　
さ
ら
に
、
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、

自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）を

推
進
す
る
観
点
も
踏
ま
え
、
２
０
１
９
年
６
月
の

Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
「
質
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
投
資
に
関
す
る
Ｇ
20
原
則
」
の
承
認
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
官
民
連
携
の
も
と
、
我
が
国
の

技
術
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
イ
ン
フ
ラ
シ
ス

テ
ム
の
海
外
展
開
を
推
進
し
て
き
た
。

　

加
え
て
、
経
済
安
全
保
障
の
問
題
に
も
関
心
を

持
ち
、
２
０
１
９
年
５
月
と
２
０
２
０
年
１
月
の

２
回
に
わ
た
っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
問
し
た
際
、

国
務
省
や
商
務
省
・
財
務
省
の
高
官
ら
に
会
っ
て

米
国
の
輸
出
管
理
や
対
米
投
資
規
制
に
つ
い
て
情

報
収
集
す
る
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
と
検
討
を
開

始
し
た
。

「
。新
成
長
戦
略
」
の
策
定

　
２
０
２
０
年
夏
、
会
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
後
の

成
長
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
た
め
、
持
続
可
能
な
資
本

主
義
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
を
呼
び

掛
け
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
著
に
な
っ
た
経
済
的
な

格
差
問
題
や
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
迫
る

B20東京サミット共同提言手交（2019年３月15日）
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地
球
環
境
問
題
は
、
い
わ
ば＂
行
き
過
ぎ
た
株
主
至

上
主
義
＂が
も
た
ら
し
た
ひ
ず
み
だ
と
も
言
え
る
。

そ
の
よ
う
な
反
省
に
立
っ
て
、
２
０
２
０
年
11
月

に
取
り
ま
と
め
た
の
が
提
言
「
。新
成
長
戦
略
」
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
新
自
由
主
義
の
成
長
戦
略
を

見
直
し
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
同
提
言
で
は
、
２
０
３
０
年
の

未
来
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

①
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
新
た
な
成
長
、
②
働
き
方
の
変
革
、

③
地
方
創
生
、
④
国
際
経
済
秩
序
の
再
構
築
、
⑤

グ
リ
ー
ン
成
長
の
実
現
の
５
つ
の
柱
を
掲
げ
た
。

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
。」
に
は
、
こ
こ
で
い
っ
た
ん
、

過
去
の
成
長
戦
略
の
路
線
に
終
止
符
を
打
ち
、
新

た
な
る
再
出
発
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

「
。新
成
長
戦
略
」
の
策
定
過
程
に
お
い
て
会
長

か
ら
事
務
局
に
は
、
長
文
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

何
度
も
寄
せ
ら
れ
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
大
い
に
励
ま

さ
れ
た
。
公
表
後
に
会
長
は
、
満
面
の
笑
み
で

「
世
界
に
通
用
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
で
き
た
」
と
力
強

く
語
っ
た
。

　

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
を
確
立
す
る
と

い
う
会
長
の
強
い
意
志
は
、
６
月
１
日
に
発
足
し

た
十
倉
新
体
制
へ
と
継
承
さ
れ
た
。
今
後
は
こ
の

戦
略
を
経
団
連
の
行
動
指
針
と
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

｢2050年カーボンニュートラル」を
目指すべき社会の姿として掲げ、
国を挙げてイノベーションの創出に挑戦
技術の展開で世界のグリーン化に貢献

地球環境の持続可能性と
豊かな生活が両立する社会

地球の未来との価値協創

多様なステークホルダーの英知を結集し、DXにより多様な価値を協創する

Society 5.0でサステイナブルな資本主義を確立

2030年に我が国および世界において
実現したい未来像を、
５つのステークホルダーとの

価値協創を軸として描く

主体的に経済安全保障を確保しつつ、
自由貿易投資体制の拡大・深化を主導
国際連携のもとグローバルな課題解決に
取り組むことで、国際的な持続成長を実現

我が国の主体的な関与により
グローバルに連携する社会

個人の価値創造力が最大限
発揮され、社会全体の生産
性が向上、ワーク・ライフ・
バランス改善による出生率
回復もあいまって持続的成
長を実現

柔軟な働き方や
多様で複線的な
キャリアが実現する社会

働き手との価値協創

地方ヘの人材還流が進み、
多様な主体が地方で価値を協創
エコシステムが地方成長の核に
レジリエントでサステイナブル
な地域経済社会を実現

地方の強みを活かし
価値を生み出し
続ける社会

ヘルスケア、学び、サプライチェーン、
行政のDXにより生活者の体験価値を最大化
国際展開を通じて新たな成長を実現

DXにより生活者が暮らしやすさを実感する社会

生活者との価値協創2027 2028 2029 2030

国際社会との価値協創

サステイナブルな
資本主義の確立

Society 5.0の実現

サステイナブルな

Society 5.0の実現=

DXを通じた
新たな成長

地方創生働き方の変革

国際経済
秩序の
再構築

グリーン成長
の実現

地域社会との価値協創

2030年の未来像
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